







































































　1980 年からの 10 年間は，看護基礎教育の始まり
最終講義






























































り方」．調査票は 1週間で 1,000，2 週間で 2,000 と集
まり，多くの患者さんが協力してくださいました．
　質問の内容は「医師にもっと診療のこと，病気の
こと，療養生活のことについて説明してほしい
か？」を問いました．もう 1つは「看護者にもっと
診療のこと，病気のこと，療養生活のことについて
もっと説明してほしいか？」医師と看護師に聞きま
した．医師には生活の指導まで求めていますけど，
看護師にはほとんど求められていませんでした．こ
の時に，これはいけないと思い，私は看護師が頑張
らないといけないと実感した研究でした．学会も発
表をしましたが，「当たり前」と言われて，落胆し
たけれども，研究を続けていく意義を見つけまし
た．特に，教員が行う研究対象は看護職を目指す学
生や看護職だけでなく，対象は患者・患者家族にも
必要であることを実感しました．臨床における患者
さんの研究は医師との共同研究が必須であり，研究
の客観性は量的に測定でき，目に見える，第三者が
分かるような指標を用いて行うことでした．それは
身体機能測定と自由記載でこの両方を行っていくこ
とが，この道を歩んできた時に分かったことです．
それらは「手術患者における入院前よりの継続的呼
吸ケア教育の呼吸機能と対処行動への効果」は呼吸
機能，胸郭周囲径と対処行動．「変形性膝関節症患
者とともに行う大腿四頭筋運動の効果」はサイベッ
クス測定と痛みのスケール．「肩腱板断裂術後患者
私の受けた教育を振り返り，成人看護学の立場より看護研究の方向性を探る
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の療養生活支援」ライフコーダーと疼痛等でした．
変形性膝関節症の患者さんの研究ではサイベックス
で筋力測定と痛みのスケールで測定した時に，筋力
は低下していないが痛みを訴える．本来的には筋力
が低下すると痛みが出現するが，この現象の意味を
検討したときに生活を語ってもらった．すると，数
値の意味が分析でき，医師に求めていたことは実現
可能か，それは看護者にはできないだろうかと検討
し，痛みの状況等評価する膝楽外来を持たせてもら
いました．看護教員が参加できる臨床の場と研究を
見出しました．
　昭和大学では前任校の看護教育経験とつなげられ
ることを実感し，勤めさせていただきました．
一つは，成人看護学概論の科目担当で学生が成人看
護学を多角的に概念，理念を容易に学び，考える視
点を提供すること考えていました．それらは「健
康」，「生活者」，「セルフマネージメント」，「病みの
軌跡」「生活習慣」であり，具体的に研究を続ける
中で見えてきたのがこの昭和大学での教育活動かと
思っております．これらを考えた背景には臨床研究
でした．術後無気肺の発生は術前看護に課題を求
め，在院日数の短縮は患者，その家族，看護者に退
院後の生活を構築する在宅への移行期の患者に課
題，問題があると臨床研究をしながら明らかになり
ました．
　もう一つはチーム医療でした．Early exposure
で医学科と看護学科の学生が実習しその後の学年で
は続かなかったが，昭和大学では実践していると聞
いていた．チーム医療では個々の職種でのアイデン
ティティが求められるため，学生，教員によい学習
の機会と考えていました．それは，成人看護学実習
で受け持ち患者のインフォームドコンセントの場に
学生と教員が同席した学び，共有した学びを研究し
た結果でした．「インフォームド・コンセントの場
に同席した看護学生の学びの共有」「インフォーム
ド・コンセントの場に同席した看護学生の学び」こ
れらの成果には看護者はチーム医療における調整役
を行う側面があることを学生は指摘していました．
また，看護教員が NST チームに参加して，カン
ファレンスから査定，病棟ラウンドまでさせていた
だいた経験から，昭和大学ではチーム医療を体験で
き，看護者の役割を考える学生を育てられると考え
ていました．実際，チーム医療の実践が見えて，学
部連携実習では教育者として参加していましたが，
これからは教員が研究者として，実践者として，
チームの医療者として参加できることを私の希望に
ありました．そういう意味で教育研究と臨床研究が
私の中で一致でき再確認した時間でした．
　今は，研究から離れていく寂しさがありますが，
今まで得た看護の現象を私は退職した後まとめて行
こうと思っています．
　最後になりますが，昭和大学では 4 年間でした
が，出会いとご縁を感じ，皆様のご支援で無事に退
職を迎えることができました．大変感謝申し上げて
おります．これからも皆様のご活躍，発展を祈念し
いたします．どうもありがとうございました．
○司会　佐藤先生，どうもありがとうございまし
た．佐藤先生の看護師としてのはじめから研究，そ
して教育への進展という内容でお話を伺いました．
佐藤先生は今年度いっぱいで退職なさりますが，こ
れまでの研究成果のいくつかが論文としてまとまっ
ていないとのことです．教育の現場からは離れ，こ
れからは時間が十分取れると思いますので思う存分
論文を書いていただきたいと思います．その節は昭
和大学学士会雑誌へのご投稿をお考えくださいます
ようお願いいたします．
